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その対策について述べた。加工フロー腐食がインゴットの凝固過程で形成された Cr の負偏析帯の優先腐食と，高 Cr
部分とのガルパニック腐食の相乗作用によることを解明し， ESR 溶解が対策として有効であることを示した。
第5章では，再処理環境において従来鋼よりも格段に優れた耐食性を有する新しいステンレス鋼の開発を行い，約6
















輸入材よりも耐粒界腐食性に優れたステンレス鋼，すなわち Cr および微量元素 (C ， Nb ， P) を制御した R­
SUS310Nb を開発し，実用に供した結果について述べている。さらに 25Cr系オーステナイトステンレス鋼の耐食
性に及ぼす種々の合金元素の影響を検討し， Si が耐食性向上に最も有効な元素であることを明らかにしているO 二
相ステンレス鋼についても Si が耐食性向上に有効な元素であることを明らかにし，約60%の T量を有する 23Cr­
llNi-3.5Si-0.1N の二相ステンレス鋼が従来のステンレス鋼よりも格段に優れた耐食性を示すことを見出し，これ
を再処理装置用材料へ適用した結果について述べている。
(3) R-SUS310Nb 鋼の鍛造材で生じる加工フロー腐食はインゴットの凝固過程で形成された Cr の負偏析帯の優先
腐食と，高 Cr部分とのガルパニック腐食の相乗作用によることを明らかにし，この加工フロー腐食は ESR 溶解に
よって防止できることを示している。
(4) 純 Zr は再処理環境での耐全面腐食性に優れているが，高酸化性環境で応力腐食割れ感受性を示すことを明らか
にするとともに，純 Zr よりも Zr (5-15%) Ti 合金が耐応力腐食割れ性に優れていることを明らかにしている。
また Zr および Zr-Ti 合金の応力腐食割れ機構を皮膜破壊-修復の観点から考察している。
以上のように本論文は，核燃料再処理装置用材料の腐食機構を解明するとともに，耐粒界腐食性に優れた新ステン
レス鋼の開発ならびにジルコニム合金の応力腐食割れ拳動の解明に多くの新しい知見を与えており，その成果は腐食
防食工学ならびに金属材料学の発展に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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